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ハマ弁の弁当容器等製造費用に係る精算誤りについて 
 

ハマ弁の平成 28 年度の事業実施報告の際に、実施事業者である株式会社ＪＭＣ（以下「ＪＭＣ」）が、

弁当容器等の製造個数について、28 年度に製造した個数ではなく、誤って協定期間である 32 年度末ま

での製造予定数を報告し、精算したことにより、本市負担金に過払いが生じていることが判明しました。

（※） 

なお、28 年度の過払金である未製造分の容器製造費用は、弁当容器等の製造を請け負ったＪＭＣの協

力事業者である株式会社わくわく広場（以下「わくわく広場」）が、29 年度以降の容器製造経費に充当

するとしていました。 

過払いとなっている容器製造費用については、ＪＭＣに返還等の精算を求めます。 

 

※ハマ弁事業においては、本市が費用の一部を負担しており、年度当初に実施事業者に支払った負担金について、年度毎

に事業者からの実施報告により精算する仕組みとしています。 

 

１ 容器製造状況及び精算額 

 
実績報告書の製造数 実際の製造数 差引（精算額） 

副食容器個数※ 金額 副食容器個数※ 金額 副食容器個数※ 金額 

28 年度 28,000 個 87,180,000 円 4,430 個 22,943,120 円 23,570 個 64,236,880 円 

29 年度 0 個 0 円 1,470 個 7,100,360 円 ▲1,470 個 ▲7,100,360 円 

30 年度 0 個 0 円 10,100 個 19,640,140 円 ▲10,100 個 ▲19,640,140 円 

合計 28,000 個 87,180,000 円 16,000 個 49,683,620 円 12,000 個 37,496,380 円 

※容器製造費用は、副食（おかず）容器、主食（ごはん）容器、汁物容器、副食コンテナ、台車、蓄熱剤、主食用保 

温発砲コンテナ、汁物保温発砲コンテナ、牛乳用保温発砲コンテナ、衛生（内部仕切）シートの 10 種類の総額とな

っていますが、製造個数は、主たるものとして、副食容器の個数を記載しています。（詳細は別紙参照） 

 

２ ハマ弁実施事業者 

（１）統括事業者    

法人名   ：株式会社ＪＭＣ 

法人所在地 ：東京都中野区本町二丁目４６番１号 中野坂上サンブライトツイン 10 階 

代表者   ：代表取締役 今泉 弘幸 

 （２）協力事業者  

法人名   ：株式会社わくわく広場 

法人所在地 ：東京都中央区築地六丁目４番７号  

代表者   ：代表取締役 大野 智枝子 
 

３ 経過 

平成 28 年４月 本市がＪＭＣに 28 年度分の事業費負担金を支払う 

平成 28 年４月 ＪＭＣより、わくわく広場へ弁当容器等作成費用（28,000 個、87,180,000 円）

を含む事業費を支払う 

平成 28 年６月 わくわく広場と容器製造業者との間で「容器製造及び特別価格適応に関する覚書」

を締結 

  

こ ど も 青 少 年 ・ 教 育 委 員 会 

平 成 3 0 年 ９ 月 2 7 日 

教 育 委 員 会 事 務 局 
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平成 29 年３月 容器製造業者は、28 年度に 4,430 個を製造するが、ＪＭＣが事業費を年度毎に

精算するべきことをわくわく広場に伝えていなかったことから、わくわく広場は

「ハマ弁の基本協定書の事業期間である５年間で精算を行えばよい」と判断した。 

平成 29 年４月 ＪＭＣは、容器類などの製造個数をわくわく広場に確認することなく、事業費の 

とおり執行したものとして、教育委員会へ実績報告を行う 

平成 30 年５月 教育委員会より容器の製造状況の確認をＪＭＣに依頼、ＪＭＣはわくわく広場 

に確認せずに教育委員会に「28,000 個製造済み」と回答 

教育委員会がわくわく広場に容器を 28,000 個製造したのかの再確認をした際に 

わくわく広場が５年以内で製造することになっており、総数は製造していない旨 

の回答をしたことから、容器製造について、調査を開始 

平成 30 年６月 ＪＭＣとわくわく広場で弁当容器の発注数、在庫数を確認 

平成 30 年８月 教育委員会職員による容器現物の在庫確認 

平成 30 年８月 30 日（木）ＪＭＣが教育委員会へ事実関係を整理した顛末書を提出 

 
４ 原因 

ハマ弁の事業費については、毎年度精算する必要があったにもかかわらず、ＪＭＣがわくわく広

場に対し、弁当容器についても年度毎に精算が必要なことを説明していなかったため、わくわく広

場は「事業期間中の５年以内で精算すればよい」との誤った認識から残額を次年度以降の製造経費

としていました。 

一方、ＪＭＣは 28 年度末時点で、容器の製造数・在庫数の確認を怠り、28,000 個（87,180,000

円）製造済として教育委員会へ実績報告を行っていました。本市の担当者が在庫の確認を求めた際

も、ＪＭＣは製造済であることを説明していました。 

わくわく広場としては、製造単価を抑え、無駄の出ない方法として５年間の中で順次製造するこ

ととしておりましたが、ＪＭＣとわくわく広場の間で意思疎通が不足していたため理解の相違が生

じ、誤った精算となりました。 

   また、本市の弁当容器の実地調査等が不十分であり、確認作業が至りませんでした。 

 
５ 対応 

   本市にとっての過払いとなっている事業費については、ＪＭＣに速やかに返還を求め、28 年、   

29 年度については速やかに精算し、30 年度分は年度末の事業収支で精算します。また、ＪＭＣに   

対し、遅延損害金を請求します。 

 

６ 再発防止策 

ハマ弁事業の統括会社のＪＭＣでは、事業執行に係る協力事業者への業務管理体制の強化を行い

ました。また今後、実施報告時点（年度精算）での容器在庫の実地調査を行います。教育委員会で

は、各年度の実施報告（年度精算）の際に納品書等による確認を複数名体制で行うなどチェック機

能を強化し、再発防止に努めます。 
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（参考） ハマ弁の事業スキーム 

ハマ弁の事業スキーム 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

（株）JMC 

・全体統括 

・収支管理 

・リスク管理 

・プロモーション全般 等 

（株）わくわく広場 

・献立作成 

・衛生管理指導 
・注文・決済管理 等 

横浜市教育委員会 

・献立確認 

・学校との調整   等 

（株）美幸軒 

・弁当製造 
・弁当配達・回収  等 

ハーベスト（株） 

・弁当製造 
・弁当配達・回収  等 

 管理会社 



〇別紙（弁当容器等製造数）

単価 個数 金額 単価 個数 金額 単価 個数 金額 単価 個数 金額
（a） （e） （b） （f） （c） （g） （d） （h） （b）+（c）+（d） （e）-（f）-（g）-（h）

副食容器 800 28,000 22,400,000 800 4,430 3,544,000 800 1,470 1,176,000 800 10,100 8,080,000 16,000 9,600,000

主食容器 200 4,430 886,000 200 2,920 584,000 200 9,650 1,930,000 17,000

主食容器（蓋のみ） 150 4,450 667,500 150 2,920 438,000 150 9,630 1,444,500 17,000

汁物容器 300 28,000 8,400,000 300 2,340 702,000 300 20 6,000 300 10,140 3,042,000 12,500 4,650,000

主食用保温コンテナ 2,400 1,200 2,880,000 2,400 350 840,000 2,400 60 144,000 2,400 90 216,000 500 1,680,000

汁物用保温コンテナ 2,400 340 816,000 2,400 60 144,000 2,400 100 240,000 500

PPコンテナ仕切 800 724 579,200 800 20 16,000 800 50 40,000 794

牛乳用保温コンテナ 2,400 1,200 2,880,000 2,400 350 840,000 2,400 0 0 2,400 150 360,000 500 1,680,000

副食用コンテナ（本体） 1,500 497 745,500 1,500 115 172,500 1,500 192 288,000 804

副食用コンテナ（蓋） 900 497 447,300 900 95 85,500 900 212 190,800 804

運搬用台車 6,000 1,200 7,200,000 6,000 371 2,226,000 6,000 40 240,000 6,000 140 840,000 551 3,894,000

蓄熱材（保冷材含む） 1,000 2,400 2,400,000 1,000 1,850 1,850,000 1,000 2,220 2,220,000 1,000 1,780 1,780,000 5,850 -3,450,000

副食容器作成用金型代金 3,000,000 1 3,000,000 3,000,000 1 3,000,000 - - 0 - - 0 1 0

副食容器フィルム版代 1,500,000 1 1,500,000 1,500,000 1 1,500,000 - - 0 - - 0 1 0

副食容器デザイン補正代金 2,000,000 1 2,000,000 2,000,000 1 2,000,000 - - 0 - - 0 1 0

弁当容器衛生シート金型代 1,800,000 1 1,800,000 1,800,000 1 1,800,000 - - 0 - - 0 1 0

衛生シート 10 1,620,000 16,200,000 10 49,962 499,620 10 187,436 1,874,360 10 118,884 1,188,840 356,282 12,637,180

合計 87,180,000 22,943,120 7,100,360 19,640,140 37,496,380

精算額
項目

平成28年度実績報告 H28年度納品 H29年度納品 H30年度納品
個数合計

3,850,000

2,004,800

950,400

350 28,000 9,800,000

3,200 1,200 3,840,000

2,400 1,200 2,880,000



別添資料












































